
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日より三者面談が始まり３時間授業の毎日となりましたが、本日７月２０日（水）、３年生を対象とした

租税教室が『総合実践』の授業の一環として行われました。関東信越税理士会長野支部より税理士の近藤

保三先生、長野税務署より広報広聴館の奥村育大先生がお越し下さり税金について様々なことを教えて下

さいました。はじめに１６分間の DVD を観て「税金が無い世界」とはどのようなものかを学習しました。

そのあと、近藤先生より「税金の意義」や「税金の役割」、「税金の集め方」を教えていただきました。 

税金の集め方では、色々な例を提示し、それぞれのケースではどのように平等にお金を集めるかみんなで

考えました。「持っているお金が平等でも、各々の年齢や境遇などが違うかもしれないから、それぞれの状

況にあった徴収をした方が良い。」という意見などが出されました。今日の授業で学んだことを参考にして

夏休み中に「税に関する作文」を書きます。よく考え、しっかり自分の意見をまとめましょう！！！ 


